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令和５年第９回 吉田町教育委員会  

 

１ 開催期日    令和５年８月24日（木） 

           開会 午後   １時30分 

           閉会 午後   ３時32分 

 

２ 場  所    吉田町役場 ５階会議室２ 

 

３ 出席委員    増田 真也  中村 成宏 

 

４ 議場に出席し  教 育 長 山田 泰巳 

た者の職氏名  学校教育課長 粂田 真男  生涯学習課長 中山 孝宏 

学校教育課長補佐 山村 加奈子 主席指導主事 水嶋 浩之 

指 導 主 事 平井 奉子  指 導 主 事 浅井 健 

学校教育課統括 川本 貴浩   

 

５ 傍聴人数    ０人 

 

次  第（会議録概要） 

 

１ 開 会 

 

２ 教育長の報告  資料№１ 

⑴  報告事項 ８月の教育委員会の行事について 

⑵  町内教職員の状況 特別休暇取得者について 

⑶  その他 中体連東海・全国大会結果 ほか  

 

３ 会議録署名委員の指名 中村委員 

 

４ 議 事 

⑴  報告事項 

ア 生徒指導について         【非公開】 資料№２ 

イ 令和５年度吉田町立小学校の主任等の任命について 資料№３ 

ウ 令和５年度全国学力・学習状況調査について 資料№４ 
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 （委員からの意見・質疑） 

   ・高めたいと思う情報活用能力が今は低いのは、まだ途上ということで考えれば

よいのか。学習状況調査の「自分にはよいところがある」「先生はよいところを

認めてくれている」といった項目について、全国や県と比べると、小学校の時

はかなり高いのに、中学校はかなり低いことが問題だ。ここを改善して、自己

肯定感が上がっていくと、点数も上がっていくことになるのか。いろいろ課題

が数字で表れている。 

   ・なぜ情報の扱い方が上手くないかというと、情報をしっかり読み取れていない

からだ。情報を扱うというよりも、そもそもが読み取れてない、捉えられてい

ないという感じを受ける。普段の国語の授業を見ても、最近音読をすることが

少なくなって、いきなりタブレットを持って授業をやったりするので、読む機

会が非常に少なくなってきている。だから音読をさせるようにというわけでは

ないが、国語の時間でも、話し合う時間は長くなっても、読んでいる時間は減

っているような気がする。音読の機会をどうやって増やしたらいいのかも難し

い問題だが、音読を増やさないと、いつまで経っても正確に読み取ることがで

きないのではないかとも思う。 

   ・最近の子供は、情報を取捨すること、たくさん来る情報の中で自分に合ってい

るものを選んでいくことは得意なのだが、受け取るだけで、そこから自分の考

えを構築することが弱いということが、結果に出ていると思う。読み込む作業、

じっくりと深く考える行程を身に付けてもらえるといい。 

エ 第２回吉田町教育推進委員会について 

（委員からの意見・質疑） 

【教育大綱】 

・新案の方が、言葉が精選されていて良い。言葉の語順も変えてあり、読みやす

く、意味が伝わりやすくなった。学校運営協議会は、コミュニティ・スクール

の方が良い。 

   ・改正案は、非常に分かりやすくなり良い。基本方針のタイトル付けが、何を言

いたいかがすごく分かり、この修正はとても良い。コミュニティ・スクールに

ついては、言葉を入れてしまった方が伝わると思った。 

   ・上に記載された内容の方がより重点とするものになるよう、重点目標の並びの

順を御協議いただければ。 ⇒ 教育推進委員会でも、なぜこの順番なのかが

分かるようにという意見もあり、検討する。 

   【ＴＣＰトリビンスプラン】 

   ・文字は多くなっているが、分かりやすくなっている。項目ごとに非常によくま

とめられている。指標を絞っているのもいい。 ⇒ 今まで３者のところに共

通していた「授業日の平準化」という言葉をなくして「放課後の時間の生み出

し」という言葉に変更し、意図的に小学校で４時間日、中学校で５時間日を作
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ったり、モジュールを活用したりして放課後の時間を生み出していこうと。そ

うした上で適切な年間の授業日数を確保していけば、教員にとっても子供にと

ってもいいという考え方になっている。これについては、今行っている施策等

を取りまとめているものだが、今後新たに施策を打っていくこともあると思う

ので、そうなればこの中に組み入れていって、毎年見直していくという形にな

る。 

 

⑵ 協議事項 

 ア 教育委員会視察研修について 

（委員からの質疑・意見） 

  ・実施時期は事務局提案の1月に１泊２日の日程でよい。 

   ・視察先については、市区町村運営型で人口規模が同じくらいのところがよい。 

   ・部活動の地域移行に精通している大学の先生に吉田町の規模に似ていて、市区

町村運営型の中で、地域団体・人材活用型あたりの自治体を紹介してもらう。 

 

５ その他 

 ・教育委員報告（第２回吉田町地域公共交通協議会について：増田委員） 

 ・ＪＲ東日本との合同研修について 

 ・茨城県境町視察研修について 

・今後の教育委員会等の予定について 

・令和５年第３回吉田町議会定例会について 

・ＧＩＧＡ参観日について 

 ・全教職員研修（堀田龍也東北大学大学院教授来町）について 

 ・移動知事室（吉田中学校訪問）について 

 

６ 閉 会 


